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今回は，昨年 12月 11 日に行われた口腔顔面痛エキスパートセミナーについて日本大学歯学部口腔内科学 

講座の小笹佳奈先生に報告していただきます． 

口腔顔面痛エキスパートセミナー参加報告 

日本大学歯学部 口腔内科学講座 小笹 佳奈 

 

口腔顔面痛エキスパートセミナーは，2022 年 12 月 11 日に 4 年ぶりに開催された．新型コロナウイルス感染

症の影響によりオンラインでの開催であった．本セミナーは，口腔顔面痛の最新かつ高度な知識，診断，およ

び治療までを臨床推論実習を通して習得することが目的である．今回，エキスパートセミナーが開催されるこ

とを知り，口腔顔面痛の知識や診断力など，自分のアップグレードを行いたいと思い，初めて参加した． 

 今回のセミナーの講師陣は， 今村佳樹先生（日

本大学歯学部口腔内科学講座），臼田 頌先生（慶

応義塾大学医学部歯科口腔外科），大久保昌和先生

（日本大学松戸歯学部有床義歯補綴学講座），西須

大徳先生（愛知医科大学病院疼痛緩和外科・いた

みセンター），坂本英治先生（九州大学病院口腔顔

面痛外来顎顔面口腔外科），野間 昇先生（日本大

学歯学部口腔内科学講座），松香芳三先生（徳島大

学大学院医歯薬学研究部顎咬合再建学分野）， 

 

村岡 渡先生（川崎市立井田病院歯科口腔外科），和嶋浩一先生（元赤坂デンタルクリニック），渡邊友希先生

（昭和大学歯学部スペシャルニーズ口腔医学講座顎関節症治療学部門）（50 音順）という豪華なラインナップで

あった． 

参加者はオンデマンド講習による事前学習を受けた後に，セミナーに参加した．事前学習では，「国際口腔顔

面痛分類（ICOP）における Trigeminal Neuralgia」について野間先生から，三叉神経痛の分類，診断，および

治療，三叉神経障害性疼痛，Red flag についての解説が行われた．「口腔顔面痛の診断に必要な頭痛の知識」に

ついて臼田先生から，頭痛の分類，緊張型頭痛，顎関節症（TMD）に起因する頭痛，三叉神経・自律神経性頭

痛 TACs，および群発頭痛や SUNHA と三叉神経痛との比較，頭痛の Red flag について解説が行われた．その

後，臨床推論実習症例①が臼田先生より提示された．続いて，「定量感覚検査の解釈と神経障害性疼痛の診断」

について今村先生から，三叉神経障害の分類，三叉神経障害性疼痛の診断，定性および定量感覚検査の意義に

ついて解説が行われた．「神経障害性疼痛の薬物療法の各種ガイドラインの解説」について和嶋先生から，神経

障害性疼痛薬物療法，世界の薬物療法のガイドライン，神経障害性疼痛に対する実際の処方について解説が行

われた．その後，臨床推論実習症例②が西須先生より提示された．講義視聴後，症例①，②に対し，臨床推論

の鑑別診断確認作業まで各自事前学習を行った．  

講師紹介 



当日は，事前学習があったため，グループでの症例に対する討論がメインに行われた．A～D の 4 班に分か

れ，各グループに 2 名ずつ担当講師が付くという恵まれた環境で行われた．午前の部では，症例①に対しグル

ープごとに進行係，記録係，発表者を決め，進行係のリードにより討論が進められた．グループ内で，臨床推

論の step1 について新しい意見や抑えるべきキーワードのすり合わせを行った．続いて，step2 では鑑別診断を

行い，step3 では鑑別診断確認作業を行った．作業中に更に詳しい検査結果などを，ファシリテーターに提示し

てもらいながら作業を進め，step4 で整合性の確認，step5 で最終診断を行った．症例①の主訴は「左側上顎の

痛み」と「側頭部の痛み」であり，グループ内での討論の中，Semantic Qualifier で挙げられたキーワードと鑑

別診断を結びつけるのが難しいと感じた． 討論の時間が短いと感じるほど，各グループで活発に討論が行われ

ていた．その後，各グループの発表者から全体に向

け，グループ内でどのように討論し，最終診断を下し

たかについて発表が行われた．各グループで最終診断

までの導き方が違い，発表を通して様々な診断へのア

プローチの方法を学ぶことが出来た．最後に臼田先生

から，本症例における臨床推論について解説が行われ

た．その後，初めての試みとし今回ケーススタディと

いう時間が組み込まれていた．ケーススタディは，２

症例に対し薬物療法で使用する薬物を問われた．始め

に受講者が解答し，受講者の解答集計後に講師陣が回

答を追加した．回答の集計をもとに，回答への考え方

や講師陣の経験談などの話を聞くことができ，非常に貴重な体験であった． 

午後の部においても，症例②に対しグループごとに役割を決め討論が行われた．症例②では，最終診断を下

し，治療計画の立案まで行うという，より実践に近いものであった．症例②の主訴は「右上の歯が痛い」，「右

側で物を咬むことができない」，であり，午前と同様に沢山の鑑別診断が挙げられた．また，患者は複数の全身

既往を有していたため，治療計画立案において，薬剤の選択，用法，および用量に工夫が必要であった．事前

に配布されていた薬剤の添付文書を再確認し，討論が行われた．グループで討論することで，様々な視点から

物事を見ることができ，討論の重要性を再認識した．その後，各グループでの発表が行われ，西須先生より症

例②に対する解説が行われた．その後さらにケーススタディが 2 例提示された．午前の部と同様に講師陣から

症例に対する考え方などを聞くことができた．エキスパートセミナーという名称であったため，受講前は不安

を感じていたが，分かりやすい講義や臨床推論を用いた最終診断から治療計画の立案までといった，実践的な

内容であり，明日からの臨床に役立つ内容であった． 

 

【小笹佳奈（おざさかな）先生のプロフィール】 

【略歴】 

2016 年 日本大学歯学部歯学科卒業 

2018 年 日本大学歯学部口腔診断学講座入局 

2022 年 日本大学助教（口腔内科学講座） 
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ケーススタディ解説 




